
必修科目の確認と
時間割を考える



必修科目を確認する

• 前の資料「大学の授業について」で説明したように、卒業のた
めに必要な単位数は124単位以上ですが、学部学科ごとに履修
しなければならない科目が細かく決まっています

• どの科目を履修すれば卒業できるのか、一緒に確認していきま
しょう



どの科目を履修するの？

学生便覧の、

英語英文学科 35ページ

国際日本文化学科 39ページ

生活環境学科 43ページ

心理学科 48ページ

こども教育学科 53ページ

社会情報課程 57ページ



必修科目・選択必修科目について

• 必修科目・・修得しないと卒業できない科目

• 選択必修科目

・・指定された分野から、指定された単位数分の修得が必要な科目

• 各学科の「履修単位表」区分の「必修」欄に記載されています

• まずこの必修科目・選択必修科目の確認とその時間割を確認しま
しょう

• 確認ができたら必修科目を履修計画書に記入してみましょう



必修科目について

学生便覧の、

英語英文学科 35ページ

国際日本文化学科 39ページ

生活環境学科 43ページ

心理学科 48ページ

こども教育学科 53ページ

社会情報課程 57ページ

共通教育科目の必修科目名と
その単位数

( )の数字が各区分の卒業に
必要な単位数



この表、ちょっと何書いてるか分からない…

という方いませんか？



もう少し分かりやすく書いているのが

「受講科目一覧表」



「受講科目一覧表」

入学年度と学科をプルダ
ウンで選択します



科目区分が記載

「受講科目一覧表」



何書いてあるの？

【領域と必要な単位数】
卒業するためには、この「人間と文化」領域の中から

「２単位以上」履修します。



【科目名】
成績通知に記載される科目名です。

「受講科目一覧表」



【配当学年】
その科目を履修できる最低学年。

数字の１が書いてあるのが１年生以上が履修できる科目。
※１年生以上だから２年生でも履修できるよ。

「受講科目一覧表」



【単位】
その科目の単位数。

この単位数を積み重ねて１２４単位を目指しましょう。

「受講科目一覧表」



時間割表
（履修計画書）の作成

• 時間割を決めるときにメモを
しないと忘れてしまいます…

• 「時間割表（履修計画書）」
に記入していきましょう！

• 消しゴムで修正しやすいから
鉛筆、シャープペンシルで書
くのがおすすめです！



時間割表（履修計画書）の作成

まずは必修科目を記入します。

「１年次生クラス指定等一覧表」

を見ながら時間割表を埋めていき
ます。



※英語英文学科以外の学科対象

【英語理解Ⅰ】 【英語理解Ⅱ】
（学籍番号の末尾が） （学籍番号の末尾が）

偶数 前期月曜1講時 偶数 後期月曜1講時

奇数 前期月曜2講時 奇数 後期月曜2講時

【英語表現Ⅰ】 【英語表現Ⅱ】
（学籍番号の末尾が） （学籍番号の末尾が）

偶数 前期水曜２講時 偶数 前期水曜２講時

奇数 前期水曜１講時 奇数 前期水曜１講時

時間割表（履修計画書）に

必修科目を書いてみる



学籍番号の末尾が

偶数の人（前期）

英語理解Ⅰ

月曜１講時
英語表現Ⅰ

水曜２講時



学籍番号の末尾が

偶数の人（後期）

英語表現Ⅱ

水曜２講時

英語理解Ⅱ

月曜１講時



学籍番号の末尾が

奇数の人（前期）

英語理解Ⅰ

月曜２講時

英語表現Ⅰ

水曜１講時



学籍番号の末尾が

奇数の人（後期）

英語表現Ⅱ

水曜１講時

英語理解Ⅱ

月曜２講時



クラス指定のある科目

「情報演習I」

「キリスト教学」

「キリスト教音楽概論」

自分の所属学科によって時間割が違います。

「１年次生クラス指定等一覧表」を確認し、どの時間帯に授
業があるのか、履修計画書にも記入しておきましょう。



学科専門教育科目

• 各学科においての登録指導の際に、先生方からご説明がありま
す。指示に従って、履修計画書を記入していきましょう。



振り返りのテスト

• 卒業に必要な単位数は（ ）単位

• 1年間に履修できる単位数は前期( )単位、後期( )単位、
通年( )単位

• 必修 (選択必修)科目は単位を修得しなければ、卒業でき( )



おわり


